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事業者ヒアリングの実施 

 

１ 事業者アンケート 

1-1 調査の概要 

調査概要は、以下に示す通り。 

 

図表 調査概要 

調査対象 尾張旭市商工会 会員企業（約 1,250社） 

調査期間 令和４年６月３日（金）～令和４年６月１９日（日） 

配布方法 尾張旭市商工会を通じて配布 

回収方法 紙媒体の調査票に回答を記入し、ファクシミリで回収 

もしくは、調査票に記載された二次元バーコードのリンク先であるアンケ

ート調査票サイトから回答を入力 

調査項目 ⚫ 回答者属性 

➢ 業種，従業員数（非正規を含む） 

⚫ 現在取り組んでいるまちづくり活動 

⚫ 今後のまちづくりへの関わり方 

⚫ まちづくりに参画する場合に必要な市の支援 

⚫ 10年後にどのようなまちになっているとよいか 

⚫ 尾張旭市の将来をイメージする『言葉』や『キャッチフレーズ』 

⚫ 将来のまちづくりに対するご意見等 

⚫ ワークショップへの参加希望 

➢ 参加希望者の氏名・性別・年齢・住所等を把握 

配布・回収数 配布数 1,270通 回収数 ８９（回収率 7.0％） 

※ SAは単一回答、MAは複数回答、NAは数量回答、FAは記述回答の設問を表す。 

※ 図中にあるｎは、その設問の回答者数（サンプル数）を表す。 

※ 回答結果について、選択形式の設問は百分率で集計しているが、少数第２位を四捨五入しているため、全

ての選択肢の百分率の合計が 100％にならない場合がある。 
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1-2 調査結果 

(1)業種（SA） 

「卸売業、小売業」の割合が最も高く 20.2%となっている。次いで、「建設業（19.1%）」、「サービ

ス業（他に分類されないもの）（10.1%）」となっている。 

 

図表 業種 

 

その他の回答 

 電気通信事業 

 理容業 
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(2) 従業員数（非正規を含む）（SA） 

「５人以下」の割合が最も高く 55.1%となっている。次いで、「６人～２０人以下（23.6%）」、「２

１人～５０人以下（12.4%）」となっている。 

 

図表 従業員数（非正規を含む） 
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(3) 現在取り組んでいるまちづくり活動（MA） 

「地域活動への協力（清掃活動、イベント参加等）」の割合が最も高く 32.6%となっている。次い

で、「取り組んでいない（28.1%）」、「リサイクル活動、省エネ活動（27.0%）」となっている。 

 

図表 現在取り組んでいるまちづくり活動 

 

その他の回答 

 商工会や地域団体に属しての活動 

 健康診断推進 

 健康経営支援 

 SDGs 

 訪問美容 

 特産品認定 

 高齢者交通安全サポーター 
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(n=89)
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(4) 今後のまちづくりへの関わり方（SA） 

「興味や関係がある内容ならば参画したい」の割合が最も高く 64.0%となっている。次いで、「積

極的に参画したい（19.1%）」、「要請があるならば参画したい（11.2%）」となっている。 

 

図表 今後のまちづくりへの関わり方 

 

その他の回答 

 市の対応により 
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(5) まちづくりに参画する場合に必要な市の支援（MA） 

「事業に関する情報提供・ＰＲ」の割合が最も高く 44.9%となっている。次いで、「特にない・わ

からない（32.6%）」、「相談窓口の設置（22.5%）」となっている。 

 

図表 まちづくりに参画する場合に必要な市の支援 

 

その他の回答 

 行政によるやる気 

 里山の保全 
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＜現在取り組んでいるまちづくり事業×まちづくりに参画する場合に必要な市の支援事項＞ 

事業者が「現在取り組んでいるまちづくり事業」別に「まちづくりに参画する場合に必要な市の支

援事項」をみると、「取り組んでいない」を除く全ての項目で「事業に関する情報提供・PR」の割合

が最も高い。 

全体では、次いで「特にない・わからない」となっているが、まちづくり事業別にみると傾向が異

なる。 

「高齢者・障がい者の雇用」、「リサイクル活動、省エネ活動」では「相談窓口の設置」の割合が次

いで高く、「地域活動への協力（清掃活動、イベント参加等）」、「福祉施設への慰問、ボランティア団

体・ＮＰＯ団体等への支援、寄附等」、「教育への協力（児童生徒の事業所見学、学校への講師派遣、

施設の開放等）」では「各組織・企業間の交流機会の設置」の割合が次いで高い。 

 

図表 現在取り組んでいるまちづくり事業×まちづくりに参画する場合に必要な市の支援 
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(6) 10年後にどのようなまちになっているとよいか（MA） 

「子育て支援が充実した子どもを育てやすいまち」の割合が最も高く 41.6%となっている。次いで、

「健康でいきいきと暮らせるまち（28.1%）」、「緑と水に囲まれた自然環境の豊かなまち（24.7%）」と

なっている。 

図表 10年後にどのようなまちになっているとよいか 
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(7) 尾張旭市の将来をイメージする『言葉』や『キャッチフレーズ』（FA） 

将来をイメージする『キャッチフレーズ』として記入された回答をみると、暮らしやすさを想起さ

せる回答が多い。 

【住みやすい（5）】 

 ずっと住みたくなる町 

 住みやすい街、住みたい街 

 住みやすい街 

 生活しやすい街 

 住みやすさ、暮らしやすさ 

【子育て世帯に優しい、子育て支援（1）】 

 子育て支援の町 

【健康、活力、明朗快活（4）】 

 健康で明るく楽しい街作り 

 あさぴー(ひまわり)のように明るく元気な町 

 活き生きわたしの町 

 向日葵のような笑顔 

【安全、安心（2）】 

 安心、安全に暮らせるまち 

 安心安全なまち 

【緑豊か、自然豊か（5）】 

 自然がいっぱい ちょっと都会 ちょっと田舎ぐらし 

 緑と水 明るい町 紅茶 

 緑に囲まれた街 

 新緑 

 （森林公園の存在も含め）みどりの街、健康環境の街 

【心豊か（2）】 

 豊かな心の持てる、暮らしのまち 

 心豊かに暮らせる街 

【共生（2）】 

 共生 住みよいまち、尾張旭市 

 誰も置き去りにしない。誰もが自分らしく暮らせる。 

【その他（4）】 

 Creating an eco - friendly city 

 のびのび マイペース 

 輝けグローバルアサヒ 

 なにかが有るまち（話題性でまちおこし） 
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(8) 将来のまちづくりに対するご意見等（FA） 

【みんなで支え合う健康のまちづくり（健康づくり、地域医療福祉、子育て支援、高齢者・

障害者福祉）（6）】 

 「健康の街尾張旭市」とうたいながら、健康野菜等に対する意識の無い対応？  

 介護福祉に対して「健康」をイメージしている市のわりには、介護者にも事業者にも優しく

ない。かけ離れている事ではないのだから、「健康」をより良い「老後」にもつなげてほし

い。ヤングケアラーに対しても把握、取り組みをされては？ 

 手厚い福祉、子供や高齢者へのサポートの充実をお願い致します。 

 天候の悪い日でも、子供が楽しく体を動かせる室内公園のような場所がほしいです。利用料

は 200円までがいいです。 

 福祉の充実した町になってほしいです。 

 未来の尾張旭市を育てる上でも、子供を持つ世帯が移住したくなる制度や補助があればいい

と思います。 

【豊かな心と知性を育むまちづくり（教育、生涯学習、文化、スポーツ）（2）】 

 棒の手などの芸能をもっと活発に発信できる街づくり。 

 人間の心の成長に関する、心理的な知識とコミュニケーションのとり方 などもマンガを使

い分かりやすく教えていけば、この街はもっと産業の活力が上がり、暮らしやすい治安の良

い街になると思います。 

【快適な生活を支えるまちづくり（住環境、交通基盤、水の供給、下水道整備、雨水・河

川対策）（2）】 

 あさぴー号の増便 

 職場が近く通勤しやすい街 

【安全で安心なまちづくり（防災・減災、消防救急体制、交通安全、防犯対策、消費者の

安心）（5）】 

 安心して暮らせる街になってほしいです。 

 安全、安心が優先されるべきと思う。まず、そこから。 

 警察署の設置  

 市民病院設置 

 「地震や風水害などの災害に強いまち」が一番です。 

【環境と調和したまちづくり（資源循環型社会、地球にやさしい生活、緑・水辺環境、生

活衛生環境）（3）】 

 花桃街道が有名な街づくり。 

 矢田川沿いを毎朝歩きます。チョウゲンポウのつがいがいます。ホンドタヌキがいます。ク

ロイトトンボは２年前より少なくなりましたが生息しています。田畑をまとめることも利点

はありますが、住宅地のなかにも公園だけでなく生産緑地を残す（作る）ことが、『自然』

を創ることに繋がると思います。 

 里山を残す事を教えてほしい。 

【活力あふれるまちづくり（商業、工業、農業の振興、勤労者支援、勤労支援）(11）】 

 シニア世代が、その経験や技術を活かせて、生き生きと生活できる街づくり。 

 金融リテラシーを高めるまちづくりをしてほしい。 

 空いてる土地やスペースの有効活用。ベンチャー企業の誘致。税制特化 

 市街化調整区域を減らし、市街化区域を増やすべきだと考えます。 農地にはヒートアイラ
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ンド現象の抑制効果や治水効果があると言われていますが、尾張旭市において具体的な効果

は確認できません。人口増加、産業の創出、税収増を考えれば市街化調整区域を減らすこと

が有効だと考えます。 

 私は県外から尾張旭に来て長くなりますが、自然があり都会も近く、買い物、病院、郵便

局、全てが整っており、とても暮らしやすい町です。魚があまり美味しくないので、食生活

が豊かになるとうれしいです。市内に大きい商業スペースがあるとうれしい。 

 住むためのまちで、必要な収入源として適度な産業のあるまちづくりを目指して頂きたい。 

 住宅の中にカワイイお店がポツポツあり、町全体が明るく健康でオシャレな街であってほし

い。 

 出掛けたくなる街にしたい。 

 商業施設や有名スイーツ店等の飲食店が並ぶ一画など、若者世代が集まりやすく子育て世代

に優しい優遇があるまちになると栄えると思う。 

 大型の商業施設誘致 

 農業の多面的役割を重視し、産業の活性と環境の保護、教育に活かしてほしい。 

【人と人とがふれあうまちづくり（市民によるまちづくり活動、にぎわい創出、男女共同

参画）（3）】 

 図書館、文化会館など駅に隣接しアクセスもいいので、施設やイベント内容を魅力的にし他

市からも足を運んでもらうようにすると、活気が出ると思います。 

 団体各所との連携などは、もっと必要かと思います 

 尾張旭市ではスーパーなどは隣接する市より魅力があり充実しているので、名古屋市からも

多くの買い物客が来ています。 そこで、名古屋市とも連携した事業、イベントなども期待

しています。 

【分野横断的なまちづくりと市政運営（開かれた市政、行財政運営、組織・人事マネジメ

ント）（3）】 

 公共施設の公平な利用、これが基本であるが、そうでない事例があるので改善してほしい。 

 市職員が自身の保身や都合で仕事を進めず、住民の立場を重視して物事に取り組んで欲し

い。 

 人の多様性を尊重し、社会（行政）に関心のあるまちづくりをして欲しい。  正しい行政の

知識、例えば国債は借金ではない事や破綻の恐れがない事を知ること。 地方行政の予算

は、税金と国からの交付金であること。 行政や地域活動の役割や仕組みを学んでもらう。 

これらをマンガなどで子供でも分かるくらいに噛み砕いて教えていくと良いかと思います。 

【その他（3）】 

 ご当地ナンバーの導入をぜひご検討ください。 尾張小牧ナンバーは名古屋ナンバーに比べ

て不人気です。  また、「尾張旭市」のことを誤って「尾張小牧市」と呼んでしまう人も散

見されます。  地域的なつながりの乏しい「小牧」の文字がナンバープレートに入っている

ことは尾張旭市にとってデメリットが多いです。 導入要件が緩和されていますので、瀬戸

市とともに「尾張」ナンバーの導入を目指しましょう。小牧市を除く尾張小牧ナンバー地域

の 7市 3町とともに、導入を目指すのも良いと思います。 

 社員にも尾張旭市民が多いので、関心があります。 

 新たに緑地や田畑を宅地にどんどんしてしまっているが、50年前に宅地化された所には空き

家と高齢者世帯のみになってしまっている。50年後を考えると荒廃した街並みを想像してし

まう。 

 


